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1. 事業の概要  

1.1. 事業の背景・目的 

国連での SDGs 採択から 6 年が経ち、中国地域においても SDGs に関する認知度は大きく高まり、

ESG投資の拡大なども受けて SDGsが企業経営に浸透しつつある。 

しかし、大企業と中小企業では依然として取り組みに大きな格差があるという調査もあり、SDGsと

いっても具体的に何をしたらいいのか分からないといった中小企業からの声も多いのが現状である。 

そこで、以下を目的に事業を実施した。 

 中小企業の経営戦略に SDGs を実装し、経営者の意識と行動の変容を促す 

 広報活動により、企業の SDGs の取組を加速させる 

 これらの活動から、今後の取組の方向性についてとりまとめる 

 

 

1.2. 事業の内容 

（1）SDGs経営の実装のためのワークショップの開催 

地域の中小企業が経営に SDGs を導入・実装するための具体的な方法を学び、実装するための素地

を作っていくためのワークショップを開催した。 

 

（2）SDGs経営を推進するためのシンポジウムの開催 

山陰地方において SDGs を経営に活かす機運醸成を目的として、SDGs と経営に関するトレンドに

ついて学ぶ機会となるシンポジウムを開催した。 

 

（3）SDGsに関するセミナーの開催 

フェムテックをテーマとして、女性が働きながら抱える健康問題に対する意識や理解を深めるこ

とで、企業や自治体の経営戦略に取り入れることのメリットや、企業や自治体で取り入れている事例

の紹介を通じ、誰もが働きやすい労働環境を構築することを目的としたセミナーを開催した。 

 

（4）事業報告書の作成 

実施内容及び今後の SDGs 経営推進にあたって必要な事項をまとめた報告書を作成した。 
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（3） ワークショップの開催 

ワークショップには地域未来牽引企業４社から参加申込があったものの、コロナ感染や雪の影

響により急遽参加できなくなった企業があり、２社のみの参加となった。 

 

図表5 参加者一覧 

食品物流業 ４名 

工作機械メーカー ４名 

建設業・・・大雪の影響で会場まで来られない為、不参加 

自動車部品メーカー・・・参加者がコロナに感染した為、不参加 

 

１日目は、体験型 SDGsカードゲーム『サスマネ』の実施を中心に、SDGsの検討と事業活動の両

立をどのように行うべきかを学んだ。 

 

図表6 ワークショップ１日目風景写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２日目は、SDGsへの対応として企業のビジョンや実現したい社会などを検討した。 

 

図表7 ワークショップ２日目風景写真 
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また、ワークショップを開催後１ヶ月たった時点で参加企業にヒアリングを行った所、下記の

意見を聞くことができた。 

ワークショップについては、SDGsは自社に関係ないと思っていたが事例を聞いて関係ない訳で

はないと知ったという意見がある一方で、SDGsを利益に結び付ける事例を複数紹介して欲しかっ

たという意見もあった。 

また、ワークショップ後に、『課内で検討結果を共有した』、『来期計画の立案においてどの部分

がSDGsに該当するのか整理した』などを自社で取り組んでいるという声を聞けた。 

一方で、企業内での短期的な課題への取組みが優先されてしまい、SDGsに対して積極的に取り

組むことは今後難しいと感じられている。もっと経営層に関心を持ってもらうことや、収益につ

なげるモデルを描くことが必要とされている。 
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（2） 会場の選定 

コロナ感染症対策やオンライン同時開催を考慮し、島根県立産業交流会館(くにびきメッセ) 小

ホール（島根県松江市学園南 1丁目 2-1）を会場として選定した。 

 

（3） シンポジウムの開催 

令和 5年 3月 1日（水）13時 30分より島根県立産業交流会館(くにびきメッセ) 小ホールにて

開催すると共に、オンラインで同時配信を行った。現地 33名、オンライン 112名の計 145名にご

参加いただいた。 

 

図表 11 当日のタイムテーブル 

第１部 SDGs の潮流 

開催挨拶 13:30～13:40 開催挨拶 
 

中国経済産業局  
総務企画部長  
吉田 秀人 

講演１ 13:40～14:40 SDGs への取り組みは、 
何故、企業価値を向上させる
のか 

合同会社 持続可能  
CEO 兼 CSV 経営デザイナー  
川井 健史 氏 

講演２ 14:40～15:10 日本らしいサステナビリティ
経営とは 

株式会社日本能率協会コンサルティング   
代表取締役社長   
小澤 勇夫 氏 

休憩 15:10～15:20   

第２部 地域企業の取組み 

講演３ 15:20～15:50 YASUNARI グループの SDGs
への取組み 

株式会社安成工務店 
代表取締役社長  
安成 信次 氏 

講演４ 15:50～16:20 お取引先と共につくる持続可
能な地域社会 ごうぎんグル
ープの取組 

株式会社山陰合同銀行 
地域振興部長 
井上 亮 氏 

 

図表12 シンポジウムの開催風景写真 
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シンポジウムの終了後にシンポジウムに対するアンケートを実施した(別紙2参照)。アンケートで

は、『今日の講演を聞いて、皆様が取り組みたい、取り組まなければならないことをお聞かせくださ

い』と『その実現に向けた課題をお聞かせください』の２点について意見を伺い、参加者32名から

回答を頂いた。 

 

 今後取り組みたい点として、企業からは『具体的な取組み内容について検討していきたい』『まず

は社員の意識向上に取り組みたい』との意見が多かった。商工会議所や自治体など支援する立場か

らは、『啓発活動を行いたい』『まずは自ら何が取り組めるのか検討したい』との意見が多かった。 

 

 今後に向けた課題としては、企業からは『経営層の理解』『会社全体の意識改革』との意見が多か

った。支援する立場からは、『企業の意識改革』との意見が多かった。 

  

まだSDGsに対する企業内外での意識変革は始まったばかりであり、今後継続的な啓発活動をする

とともに、人材不足や利益確保など目の前の課題を解決する必要があるという企業も多いことか

ら、伴走型での支援が必要とされていると考えられる。 
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2.3. SDGs に関するセミナーの開催 

フェムテックをテーマとして、女性が働きながら抱える健康問題に対する意識や理解を深める

ことで、企業や自治体の経営戦略に取り入れることのメリットや、企業や自治体で取り入れている

事例の紹介を通じ、誰もが働きやすい労働環境を構築することを目的としたセミナーを開催した。 

 

（1） 講演者の選定 

まずはフェムテックについての理解を深める必要がある為、専門家による基調講演と行政なら

びに民間企業の先進事例を紹介できるように、下記の講演者を選定した。 

 

図表 13 講演者一覧 

専門家の基調講演 一般社団法人日本フェムテック協会  幹事/社会保険労務士 
小口 彩子氏 

経済産業省の取組  
 

経済産業省 経済産業政策局 経済社会政策室
室長 川村 美穂 

行政の先進事例  
 

三原市役所  経営企画課 総合企画係長                      
清水 逸司氏 

 
保健福祉課 発達支援係長                   

住廣 香里氏 
企業の先進事例 株式会社山口フィナンシャルグループ 人財支援部 副調査役 

林田 あゆみ氏 
山陰パナソニック株式会社 代表取締役社長 

渡部 幸太郎氏 
 

デジタルヘルスケア部門 部門長              
津森 孝史氏 
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図表 15 当日のタイムテーブル 

開催挨拶 14:00～14:10 開催挨拶 中国経済産業局 
総務企画部 企画調査課 課長 
神田 恭秀 

基調講演 14:10～14:50 地方におけるフェムテ
ック～地域がより選ば
れるために～ 

一般社団法人日本フェムテック協会  
幹事/社会保険労務士 
小口 彩子氏 

講演① 14:50～15:05  経済産業省の取組 経済産業省 
経済産業政策局 経済社会政策室 室長 
川村 美穂 

休憩 15:05～15:15   

講演② 15:15～15:35 自治体の取組 三原市役所 
経営企画課 総合企画係 係長 
清水 逸司氏 
 
三原市役所 
保健福祉課 発達支援係 係長 
住廣 香里氏 

講演③ 15:35～15:55 企業の取組① 株式会社山口フィナンシャルグループ  
人財支援部 副調査役 
林田 あゆみ氏 

講演④ 15:55～16:15 企業の取組② 山陰パナソニック株式会社 
代表取締役社長 
渡部 幸太郎氏 
 
山陰パナソニック株式会社 
デジタルヘルスケア部門 部門長 
津森 孝史氏 

 

図表16 セミナーの開催風景写真 
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『誰もが働きやすい職場づくりのために、あったらいいなと思う製品やサービスは何ですか？』と

いう設問には、以下のような回答が多くあった。 

 困りごとを気軽に相談できる先 

 健康状態を知るツールや機械 

 知識や取り組みなどを学べるセミナー、研修 

 取組みに対するアドバイス 

 担当者間の交流 

 検定、資格 

 ストレスや不調を軽減させる製品やサービス 

 

②フェムテック関連商品を提供している、または新たに提供したい方 

『フェムテック市場を拡大、または市場へ参入していく上での課題』として、認知度の向上やリテ

ラシーの向上をあげる企業が多かった。 

また、『取り組むにあたって、協力や連携したい機関』としては、自治体や医療・医療サポート機

関との回答が多かった。 

 

図14-3 協力や連携したい機関について（複数回答可、n=28） 

 

 

 

 

  

0 5 10 15 20

異業種企業

自治体

大学等教育機関

医療・医療サポート機関

経済産業省等国の機関

その他



17 

 

3. まとめ 

3.1. 実施結果 

(1) SDGs 経営の推進（ワークショップの開催） 

参加者がメモを取る姿も見られ、積極的にご参加いただけた。ゲームやワークを通じて「SDGs の

事例を学ぶ」「考えていることを表出化させて目線を合わせる」場にできたと考えられる。今回は自

社を題材に議論したことから、１企業につき複数人での参加を呼びかけたが、複数人での参加がハー

ドルになっている可能性が高い。その為、個人で参加して頂き、他企業とともにグループワークを行

うワークショップ形式の方が効果的に参加者を集められると言える。 

 

(2) SDGs 経営の推進（シンポジウムの開催） 

今回のシンポジウムは、「SDGs と事業の関連性を可視化すること」「それをビジョンとして掲げ全

社で推進する企業が経済的な持続性をもつこと」そして「実際に成果に結びつけている企業事例」と

いう 3 段階での講演であり、SDGs 推進が芳しくないと想定した中国地方の企業にとっても、自分た

ちが取組む意義と方法論を合わせて理解いただく良い場になったと考えられる。今後は、SDGs 宣言

のような開示と合わせて、宣言に基づく各種取組みの実行を促す仕組みや具体事例の共有の場を継

続的に提供していくことが重要になる。 

 

(3) SDGs に関するセミナーの開催（フェムテック） 

全国的に見ても、地域でフェムテックを大々的に取り上げたシンポジウムは珍しい中で集客が多

く、関心が高いことを知れたと同時に「みんな関心があるんだ」という事実を参加者間で共有できた

点が有益であった。産官学それぞれが関心を持っていることが共有できたので、これらを有機的に連

携していくことや、女性活躍や女性特有の悩みを解決していくための真のニーズが今後の課題であ

る。 
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3.2. 今後に向けた提言 

(1) SDGs 経営の推進 

①SDGs に対する理解醸成が必要な企業 

SDGs の目標は 17 と多岐に渡り、企業の事業特性、企業規模や経営方針等により受け止め方も

さまざまであるため、企業が取り組む意義や効果について、先進的もしくは先導的な取り組みに関

する事例紹介のセミナー・シンポジウムを開催することで各企業の理解を深めることができる。 

しかしながら、県単位等で地場産業が異なり、各地域に即した取り組みの紹介が有効であるため

地域別の企画・開催が必要と思われる。 

また、SDGs へ実際に取組む企業を増やすためには、関心が高い、もしくはすでに検討あるいは

取り組みを始めている積極的な企業を対象とした経営者ネットワークを形成することも効果的で

ある。 

 

 ②SDGs 経営を検討したい企業 

SDGs 経営を検討し始めた企業の取り組み課題には「マテリアリティの設定」「SDGs の浸透」

があげられる。どちらの課題に対してもワークショップ形式の取り組みが有効である。 

マテリアリティの設定は社内の多様なメンバーで議論しながら落とし込んでいく為、考え方の

インプットと議論を合わせたワークショップ形式が有効である。 

また、SDGs の浸透も同様にワークショップが有効である。講演などで理解醸成を図ることも

有効だが、自分事になりにくい傾向がある。“サスマネ”といったゲームを活用することで「自然

と前のめりになる」「自分も主体的に考える」場を作ることが重要であり、ゲームはラポール(共

通体験)形成がしやすく、部門を超えて共通議論をする雰囲気づくりにもなる。SDGs の浸透で

は学習に重きを置くのではなく、体験に重きを置いたワークショップが効果的である。 

 

 ③SDGs 経営を推進したい企業 

SDGs 経営を推進していく段階になった企業の課題は「計画的な取り組みの推進」があげられ

る。マテリアリティは設定したものの「計画が具体化されていない」「各部門の計画に落とし込

まれていない」場合は推進されない。この課題に対しては個別企業に対しての伴走支援が有効で

ある。マテリアリティや推進体制は個社ごとに異なり、オープンな場では語れない内容も出てく

るため、個社ごとに伴走する支援が企業側も受け入れやすく効果的である。 

 

(2) フェムテックの取組み 

①フェムテックの導入を検討する企業 

フェムテック関連の商品・サービスを導入するだけでは不十分であり、社内における制度変更

や社員の意識変革も併せて実施する必要がある。その為には、導入検討の担当者だけで取り組む

のは難しく、会社全体で取組む為に経営層の理解を得ることや社員全員を巻き込む活動にする
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ことが求められる。また、個別企業の伴走支援により成功モデルを構築していくことや、企業間

で事例を共有できるような企業間ネットワークの構築が重要であると考えられる。 

 

②フェムテック関連商品・サービスを提供する企業 

商品・サービスを提供する企業においては、導入事例を増やすことが重要であるものの、どこ

の企業でどのようなニーズがあるのか把握しづらいと考えられる。商品・サービスの提供開始前

後において、実証的に取り組んでもらえる企業や自治体とのマッチングを支援することが有益

と考えられる。 
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（別紙 1）SDGs 経営の実装のためのワークショップ アンケート 

 

  

ご協力ありがとうございました。

設問① 今回の企画についてご記入ください。（該当欄に ✔ をご記入ください）

SDGs経営の実装のためのワークショップ アンケート

会社名

部署 役職

お名前

良い← 評価レベル →悪い

大変
満足

満足 どちらでもない 不満 大変不満

全体のボリューム

テキストの内容

演習の内容

講義と演習のバランス

総合的な満足度

設問② 上記の回答理由やその他ご意見・ご感想をお聞かせください。

設問③ SDGs経営の実装に関連して、ご希望をお聞かせください。 (複数選択可)

□ SDGsに関してより詳しい基礎知識を得たい □ SDGs経営実装の事例について知りたい

□ SDGsに関する自社のありたい姿を明確にしたい □ SDGsを社内に浸透させたい

□ SDGsに関する国や自治体の補助制度を知りたい

□ SDGs経営実装の支援機関やパートナーを探したい

□その他

設問④ SDGs経営の実装に関連して、企画形式のご希望をお聞かせください。 (複数選択可)

□ 講義形式 □ ゲストを招いての講演会形式

□ 社内ワークショップ形式 (意見出し、議論) □ 社内ワークショップ形式 (ゲームを活用)

□ 交流ワークショップ形式 (意見出し、議論) □ 交流ワークショップ形式 (ゲームを活用)

□その他
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（別紙 2）SDGs 経営シンポジウム 参加者アンケート 

 

  

今日の講演を聞いて、皆様が取り組みたい、取り組まなければならないことをお聞かせください

その実現に向けた課題をお聞かせください

今後、サステナビリティと経営という観点で政策やセミナーなどの情報をメールで発信したいと
考えております。ご賛同いただける場合は、以下に記載ください。

ご協力ありがとうございました

SDGｓ経営シンポジウム 参加者アンケート

法人・団体名 お名前

SDGs経営シンポジウムにご参加いただきありがとうございました。
アンケートへご協力をお願いします。（右上ＱＲコードからもご回答頂けます）
皆様のお考えをお聞きし、今後の私たちの政策の参考にさせていただくことが目的です。
ご面談をお願いするかもしれませんがご了承くださいませ。

□ＱＲコードからご回答頂いた方はチェック（以下記入不要）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【個人情報のお取り扱い】

ご提供いただいた個人情報は、事務局（中国経済産業局・株式会社日本能率協会コンサルティ
ング）及び講師が本事業「SDGs経営シンポジウム」の運営においてのみ使用し、その保護に
ついて万全を期するとともにご本人の同意なしに事務局および講師以外の第三者に開示、提供
することはございません。

メールアドレス ＠
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(別紙 3)中国地域フェムテックシンポジウム 参加者アンケート 

 

 

Q1. あなたの立場を教えてください。（該当欄に ✔ をご記入ください）

□ ①フェムテックや研修を活用し、女性が活躍できたり、1人1人が働きやすい社会や組織にしたい

□ ②フェムテック関連商品を提供している、または新たに提供したい

□ ③その他

※Q1で、①または③と回答した方へ質問です。

Q2-1.あなたの組織の中で「フェムテック等の導入」や「女性の健康課題への対応」など、女性が
働きやすい職場環境に向けて何か取り組みたいと思いましたか？

□ はい □ まだ難しいと感じる

Q2-2. 取り組むにあたり、どのような課題があると感じますか？

Q2-3. 取り組むにあたり、協力や連携したい機関はありますか？（複数回答可）

□ 同業種企業 □ 異業種企業 □ 自治体 □ 大学等教育機関

□ 医療・医療サポート機関 □ 経済産業省等国の機関

□ その他

Q2-4. 誰もが働きやすい職場づくりのために、あったらいいなと思う製品やサービスは何ですか？

※Q1で、②または③と回答した方へ質問です。

Q3-1. フェムテック市場を拡大、または市場へ参入していく上で、どのような課題があると感じま
すか？

Q3-2. 今後、フェムテック市場を拡大、または市場へ参入していく上で、協力や連携したい機関は
ありますか？（複数回答可）

□ 同業種企業 □ 異業種企業 □ 自治体 □ 大学等教育機関

□ 医療・医療サポート機関 □ 経済産業省等国の機関

□ その他

Q4. 今後、「フェムテック」や「女性の健康課題」についての意見交換や情報提供を希望しますか？
□ はい □ いいえ

※「はい」と回答した場合、申込時の連絡先へのご連絡や、メールにて情報提供させていただくことがあります。
ご了承いただける方は、下記「法人・団体名」、「氏名」の記載をお願いします。

本シンポジウムについて、ご意見やご感想がありましたらご記入ください。

ご協力ありがとうございました。

中国地域フェムテックシンポジウム 参加者アンケート

法人・団体名 お名前


